
2007

5
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今月号の主な内容
■ 広報たかぎ

　・平成19年度予算  ……………２・３面

　・国保 窓口負担の軽減  ……………４面

　・村組織の見直し  ……………………７面

　・４月からの職員配置  …………８・９面

　・役場改修工事の対応  ……………10面

■ 健康アップＰＰＫ  ……………11面

■ 学校だより　第一小学校  ……12面

■ 椋記念館便り  …………………13面

■ 交流センター便り  ……………14面

■ ひなたぼっこ  …………………15面

■ オフトークたかぎ  ………………16面

４月４日４月４日
小学校で入学式が行なわれ、小学校で入学式が行なわれ、
第一小63名、第二小９名の新しい学校生活が始まりました。第一小63名、第二小９名の新しい学校生活が始まりました。

（第一小入学式） （第一小入学式）



情報誌 ２００7.5 2

　

三
月
定
例
議
会
が
三
月
二
三
日

に
閉
会
し
、
平
成
十
九
年
度
一
般

会
計
及
び
六
特
別
会
計
予
算
が
可

決
成
立
し
ま
し
た
。
平
成
十
九
年

度
予
算
は
、
第
四
次
喬
木
村
総
合

振
興
計
画
の
二
年
目
と
し
て
、
人

口
七
千
人
規
模
の
村
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
の
各
種
基
盤
整
備
事

業
に
本
格
着
手
す
る
た
め
、
平
成

八
年
度
以
来
の
積
極
的
な
予
算
と

な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
予
算
】

　

歳
入
予
算
は
、
税
制
改
正
等
に

よ
り
村
税
収
入
を
対
前
年
度
比
十

四
・
三
％
増
の
四
億
八
千
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
歳
入
の
中
心
と

な
る
地
方
交
付
税
は
算
定
の
一
部

に
新
型
交
付
税
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
が
新
年
度
で
は
大
き
な
影
響
は

な
く
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
額
の
十
三

億
四
、
八
〇
〇
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
次
世
代
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
の
大
型
事
業
を
行
う

た
め
、
繰
入
金
を
一
億
六
千
万
円

増
の
二
億
八
千
万
円
を
予
定
し
い

る
ほ
か
、
村
債
の
発
行
も
五
億
二

千
万
円
増
の
六
億
八
千
万
円
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

【
歳
出
予
算
】

　

歳
出
予
算
は
、
オ
フ
ト
ー
ク
放

送
に
代
わ
る
次
世
代
型
情
報
通
信

基
盤
整
備
事
業
に
取
り
組
む
た
め

六
億
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、

村
道
七
号
線
の
改
良
工
事
に
一
億

五
千
万
円
、
中
原
第
二
住
宅
団
地

の
造
成
に
八
千
万
円
、
庁
舎
の
耐

震
改
修
に
八
千
五
百
万
円
等
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
昨
年

度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
保
育
料

の
二
割
軽
減
、
中
学
三
年
生
ま
で

の
医
療
費
の
無
料
化
、
住
宅
新
築

補
助
金
等
の
制
度
を
継
続
し
な
が

ら
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
支
援
を
続
け
る
中
で
、

定
住
人
口
の
増
加
に
繋
げ
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
「
わ
か
り
や
す
い
予

算
書
」
作
成
し
ま
し
た
。
春
季
行

政
懇
談
会
で
配
布
す
る
ほ
か
、役
場
・

企
画
財
政
室
で
も
お
渡
し
し
て
い

ま
す
の
で
ご
活
用
下
さ
い
。
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平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成111111111111111111111999999999999999999999年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度成19年度

村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村ののののののののののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業村の主要事業

特別会計
【6事業】

24億4,800万円

（前年比3.3％増）

一般会計からの繰出金特　別　会　計　当　初　予　算

平成18年度平成19年度前年対比(%)平成18年度平成19年度

36,00038,0007.0%530,000567,000国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

59,45165,1046.5%741,000789,000老人保健医療事業特別会計

95,43999,9984.1%585,000609,000介 護 保 険 特 別 会 計

63,00052,0001.6%185,000188,000村 営 水 道 特 別 会 計

173,000162,000－10.5%257,000230,000下 水 道 特 別 会 計

44,00039,000－8.5%71,00065,000農 業 集 落 排 水 特 別 会 計

470,890456,1023.3%2,369,0002,448,000合　　　　計

一
・
生
活
基
盤
整
備

・
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

（
六
億
円
）

・
村
道
七
号
線
改
良
工
事

（
大
和
知
ー
氏
乗
間
）

（
一
億
四
、六
〇
〇
万
円
）

・
携
帯
電
話
鉄
塔
整
備
（
大
島
）

（
一
、四
五
〇
万
円
）

二
・
定
住
促
進
・
子
育
て
支
援

・
中
原
第
二
住
宅
団
地
造
成

（
八
、〇
〇
〇
万
円
）

・
住
宅
新
築
補
助
金

（
一
戸
当
た
り
二
五
万
円
）

・
不
妊
治
療
助
成
金
（
村
単
）

（
二
〇
万
円
）

・
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

（
継
続
）

・
保
育
料
の
二
割
軽
減 

（
継
続
）

三
・
防
災
・
安
全
対
策

・
役
場
庁
舎
耐
震
改
修

（
八
、五
五
〇
万
円
）

・
村
道
五
一
号
線
歩
道
設
置

（
阿
島
南
・
唐
沢
）

（
一
、〇
五
〇
万
円
）

・
第
二
公
民
館
耐
震
診
断

（
一
五
〇
万
円
）

・
中
学
、
中
央
社
会
体
育
館

天
井
改
修

（
五
八
〇
万
円
）

・
運
動
公
園
グ
ラ
ン
ド
整
備

（
三
四
〇
万
円
）

四
・
記
念
事
業
等

・
ふ
る
さ
と
祭
二
〇
周
年

（
一
八
〇
万
円
）

・
夕
や
け
祭
二
〇
周
年

（
一
一
〇
万
円
）

五
・
地
域
自
治
の
振
興
、
そ
の
他

・
自
治
振
興
交
付
金
の
拡
充

（
九
二
四
万
円
）

・
地
域
創
造
補
助
金
の
創
設

（
一
〇
〇
万
円
）

・
椋
記
念
図
書
館

業
務
シ
ス
テ
ム
更
新

（
一
、〇
五
〇
万
円
）

単位：千円

工事が本格化する村道七号線

耐震改修を行う役場庁舎

中原住宅団地の第二期造成を行います
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1．窓口負担が減ります
　４月から、７０才未満の方が入院されたとき等の窓口負担が一定の限度額にとどめられ、窓口で
多額の現金を支払う必要がなくなります。

2．手続きは
　受診されて入院が決まったときは、保険証と印鑑を持参の上、役場健康推進室の窓口で申請を
し、「限度額適用認定証」の交付を受けてください。この認定証を入院する病院に提示してください。

例：手術で入院し、医療費が約１００万円かかったとき　（表１：一般の場合）

注意事項
　・７０歳以上の方については、既に同様の取扱いが行われており、変更はありません。
　・医療機関の窓口で支払う限度額（表１）は患者の方の所得区分に応じて異なります。
　・食事の負担額や差額ベッド代などの費用は対象になりません。

 問合わせ先　役場健康推進室　電話　３３－5125 

70才未満の方の自己負担限度額（月額） 　（表１）

4回目以降3回目まで区　　　　分

83,400円150,000円＋(医療費－500,000円)×0.01一定以上所得者(基礎控除
後の所得が670万円以上)

44,400円80,100円＋(医療費－267,000円)×0.01一　 　 般

24,600円35,400円住 民 税 非 課 税 世 帯

情報誌 ２００7.55

　

「
行
政
相
談
」
と
は
、
皆
さ
ん

か
ら
国
の
役
所
や
Ｊ
Ｒ
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

公
団
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
関
す

る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き

し
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る

も
の
で
す
。
こ
の
身
近
な
窓
口
が

行
政
相
談
委
員
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
、
住
民
と
行
政

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
活
躍
し
て

い
ま
す
。
相
談
内
容
は
、
公
害
、

福
祉
、
年
金
、
消
費
者
保
護
、
農

地
、
道
路
、
河
川
な
ど
ど
ん
な
苦

情
、
要
望
で
も
毎
月
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
定
例
相
談
の

ほ
か
、
自
宅
で
も
皆
さ
ん
の
ご
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

喬木村の行政相談委員は…

　行政相談委員　　塩　沢　　久　一　さん
　　　　住　所　　喬木村15139－1

　　　　電　話　　33－2417

　　　　任　期　　平成19～20年度

���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
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���������������������������
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喬木村消防団喬木村消防団

新正副団長体制となりました

下平　貢副団長

（両平）

原　寛司団長

（町）

平成19年度消防団本部役員
氏　　名役　　職

原　 寛 司団 長

下 平　 貢副 団 長

井 澤 広 美本 部 長

山 上　 喬第一分団　 分団長

牧 野 秀 樹第二分団　 分団長

城 田 祐 輔第三分団　 分団長

小 山　 豊第一分団　副分団長

原　 真 一第二分団　副分団長

飯 島 浩 司第三分団　副分団長

近 藤 健 吾機 関 長

岩 本 和 浩誘 導 長

根 井 真 也救 護 長

牧 内 智 則喇 叭 長

木 村 史 博本 部 旗 手

林 田　 諭消 防 主 任

喬
木
村

赤
十
字
奉
仕
団
の

新
役
員
が
決
定
し
ま
し
た

　

平
成
十
九
年
度
喬
木
村
赤
十
字

奉
仕
団
の
新
役
員
は
左
記
の
方
々

で
す
。

委

員

長 

福
澤　

洋
子

副

委

員

長 

木
下
ゆ
う
子

副

委

員

長 

塩
澤
美
津
子

阿
島
分
団
長 

山
越　

昌
子

小
川
分
団
長 

池
田　

武
子

伊
久
間
分
団
長 

大
原
美
津
子

富
田
分
団
長 

原　

伊
江
子

大
和
知
分
団
長 

土
屋　

秀
子

氏
乗
分
団
長 

元
島　

奉
子

大
島
分
団
長 

山
上　

照
子

加
々
須
分
団
長 

牧
内　

た
へ

平成21年5月までに裁判員制度がはじまります�

裁 判 員 制 度
　裁判員制度は、国民のみなさんに裁判員として殺人などの重大な事件につ

いて刑事裁判に参加していただき、被告人が有罪かどうか、有罪の場合どの

のような刑にするのか裁判官と一緒に決めていただく制度です。

Q　裁判員は何をするのですか？
A　次のことをします。

　�裁判官の横にすわって、刑事事件の裁判に参加していただきます。裁判

は、連続して開かれます。裁判では、検察官、弁護人、証人、被告人の

話を聞き、証拠を見ることになります。裁判員が証人等に質問すること

もできます。

　�証拠を見たり、検察官、被告人や弁護人の意見などを聞いたりした後、

被告人が有罪か無罪か、有罪の場合はどんな刑にするべきかを、裁判官

と一緒に話し合って（評議）、決定する（評決）ことになります。（一つ

のチームとして）。

　�評議内容が決まると、裁判官と裁判員が法廷に行き、裁判長が判決の宣

告をします。裁判員としての仕事は、これで終わります。

　くわしくは、長野地方裁判所ホームページ http://www.courts.go.jp/nagano/

を御覧ください（キーワード「長野地裁」でも検索できます）。

春
の
行
政
相
談
週
間

５
月　

日（
月
）〜　

（
日
）

２１

２７

　平成１９年度前期の定例行政相談日をお知らせします。心配ごと

相談と合同での開催となります。隔月で夜間相談となりますので、

どうぞお気軽にお出かけください。

会　場　老人福祉センター　

期　日　５月８日（火）　午前１０時～１２時

　　　　６月６日（水）　午後７時３０分～９時

　　　　７月６日（金）　午前１０時～１２時　　　中村弁護士同席

　　　　８月８日（水）　午後７時～９時

　　　　９月６日（木）　午前１０時～１２時

　　　　１０月５日（金）　午後７時～９時

　　　　１１月６日（火）　午前１０時～１２時　　　中村弁護士同席
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お
出
か
け
下
さ
い

新
し
く
な
っ
た
歴
史
民
俗
資
料
館

改
装
を
終
え
四
月
か
ら
再
開

改装を終え再開した資料館
　

喬
木
村
歴
史
民
俗
資

料
館
は
、
資
料
整
理
の

た
め
平
成
十
七
年
一
月

よ
り
休
館
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
四
月
よ
り

二
年
三
ヶ
月
ぶ
り
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

室
内
は
照
明
施
設
、

床
及
び
壁
を
更
新
し
、

仕
切
板
で
仕
切
り
を
し

て
見
や
す
い
レ
イ
ア
ウ

ト
に
な
り
、
今
ま
で
と

は
お
も
む
き
の
違
う
資
料
館
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
階
は
歴
史
民
俗
館
と
し
て
、

奈
良
時
代
か
ら
近
代
ま
で
日
本
史

の
中
で
の
位
置
づ
け
を
考
慮
し
て
、

知
久
氏
を
中
心
と
し
た
貴
重
な
資

料
と
、
村
内
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
農
機
具
・
養
蚕
具
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
階
は
考
古
館
と
し
て
、
日
本

の
あ
け
ぼ
の
か
ら
古
墳
時
代
ま
で

伊
久
間
原
・
帰
牛
原
等
で
出
土
し

た
土
器
、
石
器
類
な
ど
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

開
館
日
は
毎
週
火
・
木
・
日
曜

日
で
す
。
村
の
歴
史
を
学
ぶ
施
設

と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

退
職
金
で
豊
か
な
生
活

　

退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す

か
？
中
退
共
制
度
は
中
小
企
業
で

働
く
従
業
員
の
た
め
の
退
職
金
制

度
で
す
。

　

安
全
・
確
実
・
有
利
な
中
退
共

制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

○
制
度
の
特
色

▼
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移

行
先
で
す
。

▼
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

▼
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入

で
き
ま
す
。

▼
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税

に
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
せ
先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://chutaiky
o.taisy

okukin.go.jp
中
退
共
本
部
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5
月
の
結
婚
相
談
日

○
日　

時

　

五
月
十
二
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
三
十
分
〜
午
後
九
時

○
場　

所

　

喬
木
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
せ

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
係

　

担
当：

市　

瀬

　

電
話：

　

－

５
１
２
３

３３
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よろしくお願いします

新規職員の紹介

松　島　真　澄（33）
健康推進室
栄養士

食
を
通
じ
て
健
康
づ
く
り

の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

吉　川　慎太郎（26）
ふるさと振興室
農政担当

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を

大
切
に
、
仕
事
も
お
酒
も

頑
張
り
ま
す
！
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副村長の設置など
役場組織の見直しを4月1日
から行いました

　

今
月
か
ら
役
場
の
組
織
替
え
が

行
わ
れ
、
副
村
長
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
地
方
自
治
法
の
改

正
に
伴
う
も
の
で
、
今
ま
で
の
助

役
に
代
わ
っ
て
副
村
長
と
い
う
制

度
が
で
き
ま
し
た
。
地
方
分
権
を

進
め
る
中
で
、
単
に
村
長
の
補
佐

役
の
助
役
で
な
く
、
一
定
の
決
裁

権
を
持
っ
た
副
村
長
を
置
く
と
さ

れ
た
も
の
で
、
現
在
助
役
を
置
い

て
い
る
市
町
村
は
助
役
の
任
期
間

中
は
助
役
が
そ
の
ま
ま
副
村
長
と

な
る
と
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
回

の
自
治
法
の
改
正
で
は
収
入
役
と

い
う
役
職
も
廃
止
さ
れ
、
代
わ
っ

て
会
計
管
理
者
と
い
う
職
が
で
き

ま
し
た
。
今
ま
で
は
収
入
役
が
現

金
を
始
め
村
の
会
計
の
一
切
を
管

理
し
て
き
ま
し
た
が
、
特
別
職
の

収
入
役
で
な
く
一
般
職
の
職
員
で

も
会
計
管
理
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
今
回
の
改
正
と
な
り
ま

し
た
。
村
で
は
新
た
に
税
務
会
計

室
長
を
会
計
管
理
者
に
指
定
し
ま

し
た
。

　

今
回
こ
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
役

場
組
織
も
見
直
し
を
行
い
、
三
課

四
室
一
園
二
局
と
し
ま
し
た
。

　

大
き
く
代
わ
っ
た
点
は
、
今
ま

で
課
と
係
で
あ
っ
た
も
の
を
、
係

を
廃
止
し
て
担
当
制
と
し
、
課
と

い
う
グ
ル
ー
プ
全
員
で
仕
事
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
し
た
点
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
課
等
で
担
当
す
る

主
な
業
務
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
総
務
課
は
、
消
防
、
防
災
、
交

通
安
全
と
役
場
の
庶
務
業
務

◎
企
画
財
政
室
は
、
企
画
財
政
と

村
の
情
報
誌
、
次
世
代
情
報
通

信
整
備
な
ど
の
業
務

◎
税
務
会
計
室
は
、
税
金
と
会
計

出
納
業
務

◎
健
康
推
進
室
は
、
健
康
づ
く
り

と
国
民
健
康
保
険
、
児
童
手
当

や
福
祉
医
療
の
業
務

◎
住
民
課
は
、
戸
籍
の
ほ
か
介
護

保
険
、
福
祉
、
年
金
な
ど
の
業

務
◎
建
設
課
は
、
道
路
建
設
、
林
務
、

住
宅
、
生
活
環
境
、
上
下
水
道

な
ど
の
業
務

◎
ふ
る
さ
と
振
興
室
は
、
農
業
商

工
業
な
ど
の
産
業
振
興
と
地
域

活
性
化
の
業
務

◎
保
育
園
は
、
村
内
三
保
育
園
の

管
理
と
入
園
事
務

◎
議
会
事
務
局
は
、
議
会
事
務
の

ほ
か
選
挙
、
監
査
、
統
計
事
務

◎
教
育
委
員
会
は
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
、
子
育
て
、
公
民
館
、

図
書
館
、
資
料
館
の
事
務

お
世
話
に

な
り
ま
し
た

 
三
月
退
職
職
員 

・
平　

澤　

勝　

文

（
議
会
事
務
局
長
）

・
今　

村　

礼　

子

（
北
保
育
園
長
）

（
嘱
託
保
育
士
）

・
大　

原　

朝　

美

・
西　

脇　

江
津
子
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遣 派 り よ 協 社 ※ 員 

夫 隆 　 浦 三 ○ 諭 

吾 健 　 藤 近 宜 淑 　 島 松 淳 

幸 

子 

史 岳 　 柳 澤 美 

子 直 　 井 安 ○ 枝 和 　 子 白 ※ 彦 

豊 

澄 真 　 島 松 江 

也 

誠 

樹 

郎 

明 和 　 沢 原 ○ み と ひ 　 側 北 ○ 保 志 　 君 十 五 代 千 八 　 田 篠 
春 美 　 　 原 子 

み る 　 木 呂 溝 ○ き ゆ み 　 原 ○ 子 智 　 田 篠 ○ 香 清 　 岡 下 ○ 子 

り お か 　 下 木 ○ み ぐ め 　 谷 渋 ○ 和 美 　 山 遠 ○ 子 優 　 山 森 き ゆ み 　 山 小 子 

子 貴 　 山 内 ○ 子 靖 　 　 林 ○ 奈 春 　 井 筒 ○ 子 

子 鈴 　 下 宮 ○ 香 結 　 口 樋 ○ 住 千 　 林 北 ○ 希 有 　 澤 細 ○ 子 理 真 　 島 前 ○ 子 

ぶ の 

春 
三 勝 　 谷 熊 ○ 

紀 
長 館 
毅 田 保 久 ○ 

世 寛 　 瀬 市 ○ 

惠 津 等 絡 連 の と 校 学 ・ 合 百 小 　 原 北 ○ 子 和 美 木 々 佐 ○ 子 ち さ 　 澤 小 ○ 

子 和 　 井 澤 ○ 子 和 　 間 岩 ○ 美 子 ち み 　 内 牧 ○ 美 明 　 井 筒 ○ 美 和 　 澤 矢 ○ 

営 運 の 所 育 保 

偕 ２ 舎 庁 場 役 は 長 園 総 

　 
園 育 保 各 

と こ る す 関 に 育 教 校 学 、 局 務 事 会 員 委 育 教 ・ 

と こ る す 関 に 館 民 公 、 理 管 設 施 、 育 体 会 社 、 育 教 会 社 ・ 

者 　 当  

と こ る す 関 に 化 性 活 域 地 ・ 

と こ る す 関 に 報 広 書 文 、 画 企 、 政 財 ・ 

と こ る す 関 に 籍 戸 、 票 民 住 、 出 転 入 転 ・ 

と こ る す 関 に 者 害 障 、 金 年 民 国 、 険 保 護 介 、 般 全 祉 福 ・ 

偕 １ 　 舎 庁 場 役 

偕 １ 　 舎 庁 場 役 

務 　 業 　 要 　 主 

と こ る す 関 に 計 統 、 査 監 、 挙 選 、 会 議 ・ 

所 場 の 等 所 務 事 

偕 ２ 　 舎 庁 場 役 

と こ る す 関 に 団 防 消 、 理 管 員 職 、 舎 庁 ・ 

と こ る す 関 に 災 防 、 犯 防 、 全 安 通 交 ・ 

と こ る す 関 に 納 出 、 収 徴 課 賦 の 税 村 ・ 

と こ る す 関 に 旧 復 害 災 、 梁 橋 、 川 河 、 路 道 ・ 

と こ る す 関 に 援 支 て 育 子 、 育 保 童 学 、 育 教 庭 家 ・ 

と こ る す 関 に 定 認 険 保 護 介 、 般 全 護 介 宅 在 ・ 

と こ る す 関 に 療 医 祉 福 、 当 手 童 児 、 健 保 人 老 、 険 保 康 健 民 国 ・ 

と こ る す 関 に 導 指 養 栄 、 り く づ 康 健 、 健 保 子 母 、 談 相 康 健 ・ 

と こ る す 関 に 猫 犬 、 物 棄 廃 、 務 林 、 成 造 地 宅 、 宅 住 営 村 ・ 

と こ る す 関 に 道 水 下 、 道 水 易 簡 ・ 

と こ る す 関 に 用 利 地 農 、 興 振 業 農 、 局 務 事 会 員 委 業 農 ・ 

と こ る す 関 に 光 観 、 業 工 商 ・ 

偕 ２ 　 舎 庁 場 役 

ー タ ン セ 修 研 流 交 村 農 

役 場 の 組 織 と 職 員 配 置 月 ４ 　 年 ９ １ 成 平 

偕 １ 　 舎 庁 場 役 

偕 １ 　 舎 庁 場 役 

偕 １ 　 舎 庁 場 役 

と こ る す 関 に 営 運 の 館 料 資 族 民 史 歴 ・ 

送 配 ・ 理 料 の 食 給 校 学 の 校 ３ ・ 

ー タ ン セ 祉 福 人 老 
室 務 事 偕 １ 

館 書 図 ・ 館 念 記 十 鳩 椋 

館 料 資 族 民 史 歴 

と こ る す 関 に 承 継 の 学 文 椋 、 営 運 の 館 書 図 念 記 十 鳩 椋 ・ 

情報誌 ２００7.5 8

０ ０ ２ － ３ ３ 　 話 電 表 代 場 役 

員職 託 嘱 は ○ 

話 電 通 直 当 　 担 等 長 課 ・ 課 

会 　 　 議 
局 務 事 会 議 
厚 　 尾 松 

美 雅 　 上 畔 0083-33会 議 

諭　 　 田 林 美 広 　 澤 井 務 庶 

彦 俊 　 田 島 全 安 活 生 

室 計 会 務 税 
郎 一 公 　 瀬 市 

淳　 　 馬 鞍 郎 太 龍 　 村 芳 1215-33計 会 務 税 

室 政 財 画 企 
人 文 　 川 吉 

幸勝 　 浪 瀧 一 博 　 藤 佐 9215-33政 財 画 企 

子梨 江 　 松 小 近 昌 　 島 五 4215-33籍 戸 

美浩 　 澤 松 
史 直 　 瀬 市 3215-33祉 福 

彦文 　 澤 宮 子 ろ ひ 　 池 小 0211-33援 支 括 包 

豊　 　 山 小 道 俊 　 　 原 進 推 康 健 

江起 真 　 澤 北 子 教 　 浜 ヶ 飯 士 養 栄 ・ 師 健 保 

也哲 　 下 木 之 博 　 澤 福 設 建 

誠　 　 瀬 市 広 和 　 澤 宮 境 環 務 林 宅 住 

樹秀 　 野 牧 俊 広 　 神 昼 2215-33道 水 下 上 

郎太 慎 　 川 吉 雄 朝 　 原 小 政 農 

弘 秋 　 田 城 化 性 活 域 地 

彦 明 　 澤 村 光 観 工 商 

子治 　 澤 福 

子桂 　 下 松 ○ 

子美 久 藤 近 

子恵 　 澤 矢 ○ 

子夏 　 置 玉 

のし 　 原 桑 ○ 

金 満 　 山 内 育 教 校 学 

樹 浩 　 林 育 教 会 社 
長 館 民 公 
春辰 　 瀬 市 ○ 

子 光 　 下 木 育 教 庭 家 

館 書 図 ・ 館 念 記 十 鳩 椋 紀直 　 瀬 市 9654-33

務 兼 が 長 育 教 8054-33館 料 資 族 民 史 歴 

校 学 中 小 津美 　 西 河 ○ 

美好 　 沢 矢 ○ 務 兼 が 長 局 務 事 5652-33場 理 調 同 共 

員 職 遣 派 
合 連 域 広 州 信 南 

武 邦 　 澤 松 

員 職 遣 派 
会 議 協 祉 福 会 社 

央 晃 　 田 保 久 

会 員 委 育 教 
長 育 教 
章 成 　 原 大 
） 長 館 料 資 俗 民 史 歴 （ 

局 務 事 
文 秀 　 澤 平 
） 長 場 理 調 同 共 （ 

2002-33
4683-33

課 務 総 
雄 三 　 原 

　担 

室 進 推 康 健 
樹 直 　 藤 齋 

室 興 振 と さ る ふ 
渉 　 川 中 

長 所 タ ン セ 修 研 流 交 村 農 

0215-33

7215-33

長 村 副 
和 俊 　 澤 湯 

長 村 
次 利 　 平 大 

課 設 建 
久 隆 　 川 吉 

園 育 保 
行 孝 　 島 松 
7052-33

課 民 住 
文 武 　 瀬 市 

8215-33

5215-33

み ろ ひ 　 桐 片 3403-33

子 妙 　 科 仁 4632-33園 育 保 北 

子 美 由 　 瀬 古 9042-33園 育 保 央 中 

役 役 場 場 の の 組 組 織 織 と と 職 職 員 員 配 配 置 置 

園 育 保 南 

情報誌 ２００7.59
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先
日
能
登
半
島
で
も
大
き
な
地

震
が
あ
り
ま
し
た
。
地
震
は
今
何

処
で
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
で
す
。
災
害
時
の
拠
点
と
な
る

役
場
庁
舎
で
す
が
、
昭
和
四
三
年

に
建
設
さ
れ
て
以
来
三
八
年
が
経

過
し
て
お
り
、
そ
の
構
造
か
ら
大

き
な
地
震
に
は
弱
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
行
っ
た
調
査

で
一
部
を
補
強
す
れ
ば
崩
壊
は
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
約
八
、〇
〇
〇

万
円
を
か
け
て
本
年
度
庁
舎
の
耐

震
補
強
と
改
修
工
事
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
は
五
月
連
休
過
ぎ
か

ら
約
三
ヶ
月
を
予
定
し
て
お
り
、

お
盆
過
ぎ
に
は
終
了
し
ま
す
。
そ

の
間
住
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

村発注工事　請負契約状況（１～３月）

請負業者名契約日契約金額契約方法事業箇所事　　業　　名

有限会社松島土建1月10日1,890,000指名競争
村 道 １ 号 線
桃 添　 堀 割

村 単　 道 路 維 持 工 事

有限会社宮下土建1月12日2,205,000指名競争
村 道 ５０７ 号 線
両 平

公共災害道路災害復旧工事

大平建設株式会社1月15日7,035,000指名競争
村 道 ２０３ 号 線
阿 島　 南

村 単　 道 路 改 良 工 事

中川建設有限会社1月15日4,515,000指名競争
村 道 ９０８ 号 線
氏 乗

公共災害道路災害復旧工事

野島建設株式会社1月15日1,680,000指名競争
村 道 １ 号 線
桃 添

公共災害道路災害復旧工事

中川建設有限会社1月15日4,095,000指名競争
村 道 ７５２ 号 線
富 田 上

村 単　 側 溝 整 備 工 事

野島建設株式会社1月24日4,410,000指名競争村道７号線大和知南部簡易水道送水管布設替工事

飯 伊 森 林 組 合1月30日2,541,000随意契約大 沢 Ｂ松 林 保 護 樹 林 帯 造 成 事 業

飯 伊 森 林 組 合1月30日1,837,500随意契約上 の 原 外松 林 保 護 樹 林 帯 造 成 事 業

大平建設株式会社2月22日2,835,000指名競争ク モ 沢　 帰 牛 原村 単　 河 川 維 持 工 事

大平建設株式会社2月22日3,255,000指名競争
村 道 ２１２ 号 線
鍛 冶 垣 外

村 単　 側 溝 整 備 工 事

中川建設有限会社3月27日45,570,000指名競争
村 道 ７ 号 線
大 和 知　 ２ 工 区

地 方 道 路 交 付 金 事 業
道 路 改 良 工 事

大
和　

康
樹　

巡
査
長

（　

歳
）　
　

５１塩
尻
市
出
身

　

大
鹿
村
か
ら
三
月
に
喬
木
村
勤

務
と
な
り
ま
し
た
。
下
伊
那
は
二

箇
所
目
と
い
う
こ
と
で
、
喬
木
村

の
印
象
は
「
ま
ち
」
と
の
こ
と
で

あ
り
、
人
や
交
通
量
の
多
い
分
、

交
通
安
全
や
防
犯
に
つ
い
て
、
よ

り
気
を
つ
け
て
い
く
部
分
も
多
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

「
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
ね
。」


